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牛久自然観察の森業務委託　
この8ヶ月を振り返って

「結束町のクリーンアップ作業に参加」

　今年4月に牛久自然観察の森（以下、観察の森）のソフト事業
の業務委託が始まりました。それまで、里山の会の施設における
教育普及事業といえば、森林総合研究所内「森のレクチャールー
ム」での解説活動がありましたが、今回の観察の森のソフト事業
受託は内容・予算ともに未体験の領域への挑戦となりました。
　先月号の折込記事にも特集がありましたが、ソフト事業の中身
は自然観察会など環境教育普及活動の企画＆運営だけにとどまら
ず、森林整備活動や清掃、学校支援など多岐にわたります。「せ
っかく里山の会が関わっているのだから、らしさを存分に発揮し
てほしい」という声援に背中を押され、11月までの8ヶ月間、様
様な新機軸を打ち出せたように思います。
　教育普及事業においては、観察の森誕生以来初めてとなる宿泊
行事「フクロウの森に泊まろう」を開催、また、ゲンジボタル鑑
賞会は開催を6日間に大幅増し、利用者の皆さんに貴重な体験の
場を提供することができました。事前準備での環境整備や当日の

運営支援など、上記行事他どの行事をとっても会員の皆様の協力
があって成り立つものばかりだったと振り返るこの8ヶ月間です。
　来年度から始まる指定管理者制度への移行に関して、私たちの
会が市と協定を結ぶかは現時点では未定ですが、少なくとも残り
4ヶ月の業務委託の期間、安全、安心、楽しく自然、を来園者の
方々に提供できるよう、レンジャー一同精進して参りたいと思い
ます。というわけで、会員の皆様、ネイチャーセンター来館時は
ぜひ私たちに声をおかけください。
激励＆ご提案お待ちしています！

　うしく里山の会は、観察の森及び周辺の里地・里山の保全を
目的の一つとして活動しています。そのため、活動の地結束町
のクリーンアップ作業に参加し、町を綺麗にして地元の人達と
の交流を深めようと考えました。当日は24名の参加です。　
　当日、朝7時に「ムジナの里」に集合。普段は気が付かない
予想以上のゴミが落ちています。「破れ窓理論」そのままで、
荒れた場所にはゴミを捨てやすくなるんですね。ゴミは集会所
で選別し、済んだ後代表の挨拶。里山の会の参加を知らない人
もいましたが、皆さん結構仲良く清掃作業が出来ました。
「芋煮会へも参加下さい」「イモリ会って・・あの腹の赤い・
・」そうでした、この辺では芋煮会の習慣は無かったのです。
お願いした結果、4名が参加して頂けました。
作業後は、本格的な芋煮を食べながら
・自己紹介と参加しているプロジェクト
・ムジナの里と名付けた理由と活動地域
・渡辺さんから、ムジナの里の植生変化と里山管理の必要性を
説明、これからの利用方法へのご理解を頂きました。結束町の
人達からは、以前の利用方法を昔話をまじえてお聞きしました
が40年程前から利用しなくなったそうです。当時は裸足で歩
けるほど柔らかい草で覆われていたとの事でした。昔の様に色
色な植物が生えて、子供が遊び回れる里山に戻したいですね。
　色々な話の中で、豊島さん宅に使っていない「足踏み脱穀機
」があるとの事。お願いして早速いただきに上がりました。木
製で多少手を入れる必要がありますが、立派に動きます。来年
はソバの実落としの作業が楽しく、簡単になるはずです。
皆さん、大勢の参加、本当にありがとうございました。　
恒例として行きたいと思いますので、宜しくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　雨宮）

最近のアヤメ園参加した皆さん

牛久自然観察の森チーフコーディネーター
　　　　　　　　　　　　斉藤　孝

　今年４月からスタートした牛久観光アヤメ園の管理作業が
いよいよ終盤を迎えています。株分けは猛暑と秋の長雨で大
幅に遅れてしまいましたが予定していたエリアの株分けが完
了。出来映えは十分満足出来るものでした。
　10月初めには里の植物「曼珠沙華」を約500株を植え付
けました。株分け完了後は「除草」との闘いの始まりです。
株分けが遅れて除草が滞り、株分けした畝までが草ぼうぼう
で、地味な除草作業の連続、11月末には除草と枯葉刈りが
完了し、今年度の作業はほぼ完了となりました。
　プロジェクトメンバーをここまで駆り立てたのは、アヤメ
園を訪れる人から、「来年が楽しみですね」「ご苦労様です
」という励ましの言葉と、市役所担当課の真剣さが何よりも
励みになりました。
　来年は4月の「サクラ」「田植え」（田圃の植物園をつく
ります）、5月の「ヤマブキ」、6月の「ハナショウブ」「
アジサイ」、9月の「曼珠沙華」、10月の「ハギ」と年間
を通して楽しめる空間を作りたいと意気込んでいます。

ＰＳ
ＮＰＯ法人エコライフとの協働で、ＥＭ菌を使った水質浄化
を進めています。ＥＭ団子の投入と、「ぼかし」の投入など、
環境に配慮したアヤメ園の整備を進めています。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　坂　弘毅）

アヤメ園管理作業近況報告
牛久市委託管理事業



こども星見隊　プロジェクト

里山百選　プロジェクト

さとやまがっきゅう　プロジェクト

運営会議　議事録

平成17年第11回運営会議

日時：平成17年11月5日（土）場所：観察の森（ボランティア室）
【定足数の確認】
議席数23名のうち、13名出席。1／2以上の出席、本会議は成立。
【全体スケジュールの確認】
最終版の月間スケジュール表を議事録と一緒にメール配信、又は、郵送
（手渡し）致しますので、内容を御確認下さい。（今後、このスタイル）
【全体連絡】
1．ＮＰＯフォーラム2005 in つくばに坂代表参加。橋本県知事他出席。
　　11／7日（月）の茨城新聞に詳細掲載予定。
2．助成金、その他
　・緑化推進機構より　助成金50,000円、受領予定。
　・森林総研　夏の解説ボランティア管理費25,200円、会計へ入金計上。
　・いばらきコープより観察の森（ムジナの里）見学会案内謝礼として　
　　10,000円受領。会計に入金する。　
　・生涯学習課から要請された自然探検隊謝礼として、14,100円、受領。
　　　当日の講師として石神さん、高野さん、坂より会に寄付。
　・アリンコクラブのグッズ寄付総額22,938円、8,248円を会計へ入金。
　・日本財団助成金申請。整備機器上限30万の助成に限られていたため、
　　草刈り機（ハンマーモア）を申請済み。結果はＨ18年3月までに判明。
　・いばらきコープ環境基金助成金は、12月までに申請予定。
　　里山の会全体としての申請を予定。
3．11／26日（土）小野川探検隊開催予定。対象は小学生150名にて、
　　里山の会有志及び観察の森スタッフにての対応を計画。ＡＭ観察の森、
　　ＰＭは分かれて、結束町の歴史探訪、小野川魚釣り体験、竹遊びの計画。
　　茨城県主催、事務局つくば市環境課、里山の会は今回主体となって動く。
4．小野川流域が、11／15日から2／15日まで狩猟期に入るため、注意。
【プロジェクト報告】
【事業報告（観察の森以外）】
【観察の森運営報告】
以上略
【まとめ（決定事項の確認）】
1、会員管理上、新規入会者への対応が3ヶ月遅れたケース有り。　
　　会員証、定款の送付、森のレクチャー受講の調整等、一元管理の必要
　　性が有ると判断し、次回運営会議で詳細を打ち合わせる事とする。
2、会報発送は、活動日程が決定する運営会議後へ変更がベターとの意見。　
　　広報委員会の充実化を含め再検討とする。次回の会報は、運営委員会
　　後の発送とする。
3、安村宣人さんの事務局入りは、全員一致で賛成される。
4、前回までの審議事項である、細則はブリーフケースに保管されている。
　　12月の理事会で審議し年内発効を予定。定款、細則等に記載の用語を、
　　会の使用用語として理解して貰うため、随時の使用をお願いする。
5、会計報告は、準備終了しているので、12月の理事会で審議する。
6、11／20日（日）のクリーン作戦に結束町の人達と交流会を実施する。
　　参加者は、事務局全員と各プロジェクトより3名以上の動員とし、地
　　元の人達との交流を深める事とする　尚、詳細の計画は、飯田さん、
　　雨宮で打ち合わせし、観察の森より結束町に‘ちらし’を配布予定。

　暖かい初冬の小野川沿いを、定点撮影の継続地点として撮
影。リーダーの戸塚さんが体調を崩し欠席。総勢3名の精鋭
？たちは、岡見城址の丘に1本の木が紅葉しているのを眺め
て、＜整備して小公園にするには最適な場所だね～＞とか、
だべりながら和気あいあいと、昼に撮影終了。（以前奈良を
訪れ、とある公園で夕暮れ時に酌み交わしたひや酒の感触が、
ふと頭をよぎりました。）　　　　　　　　　（記　増田）

　11月12日（土）にこども星見隊を行った。最近天気が悪く
星空を見た覚えが無いなぁ。しかし、そんな悪い予感も外れて
満天の星空が広がり、ひそかに「私の行いが良いに違いない」
と心でつぶやいた。今回は大接近の火星、スバルとアンドロメ
ダ星雲などの観測を行った。10台以上の天体望遠鏡で観測会は
行われ、その中でマニアックな星に向ける望遠鏡もあり、個人
的に天王星に感動した（肉眼では見えないのにどうやって探す
のだろう？）。
　今回のこども星見隊には「エリート情報社」、「茨城新聞社
」の2社が取材に訪れ、「う～ん、メジャーになったなぁ」と
勘違いしてしまうほど嬉しかった。
次回は2月4日で、土星の輪っかが見える予定です。
みんな来てね！　　　　　　　　　　　　　　　（記　中山）

　春の開催以来天気に恵まれず、約7ヶ月ぶりのさとやまが
っきゅうですが、今日は雲一つ無いぽかぽか陽気！
午前中は遠山地区でネイチャーゲーム。スズメバチと毒を吸
い取る注射器のネイチャーゲーム「ポイズンリムーバー」や
鏡を目の前に鏡を斜めに置くと空が見える「スキヤキソング
」などなど、一味 違う秋の雑木林を満喫しました。
午後は遠山地区からの帰り道に拾った物と、どんぐり、松ぼ
っくりを使ったネイチャークラフト。
どんぐりに色を塗ってトトロを作ったり、松ぼっくりにきれ
いに飾り付けをしてクリスマスツリーを作りました。
みんな個性的な物が色々出来てきっと秋の良い思い出になっ
たと思います。　　　　　　　　　　　　　　（記　若林）



雑木林応援隊　プロジェクト

そば　プロジェクト

プロジェクト活動報告
　　　　　　　　 現在３つのプロジェクトが

　　　　　 ホームページを立ち上げています。

アクセスは里山の会HPからリンクしています。

里山歩き　プロジェクト

11月19日　「岡見城跡を訪ねる。」　
　岡見集落から南、小野川沿いの低地に突出する台地上に岡見氏の居
城と伝えられる城跡がある。長方形に土塁をめぐらし虎口と呼ばれる
出入り口、中央に郭、などが残っていて往時の強者の夢の跡がしのば
れます。モウソウ竹、ヒノキ、に覆われ、シュロ、ヤツデ、ネズミモ
チ等。明るい所には幾つかのスミレの種類、ベニバナボロギク、ウシ
タキソウ、土手にはウマノスズクサ、アワコガネギク、畑の林　縁に
は、ツルニガクサ、ヒヨドリジョウゴの赤い実が目立っていました。
近くには市民の木「樹齢400年」ほどの桜があり春もお勧めです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　高野）

11月12日　「雨上がりの晩秋の一日」
　雨が上がりぬけるような青空が広がった。アヤメ園の観察からスタ
ート。オギ、とススキ、の違い、川べりからマコモ、ヨシ、オギ、ス
スキ、と生えていくそうだ。沼沿いの畦の雑草を観察しながら土手で
お弁当。心地よい秋風を受けながら遠くのサギや猛禽の飛ぶ姿を眼で
追いかける。稲荷川沿いの林縁を歩く。里山歩きでは初観察のキチジ
ョウソウ。「古事があると開花するという伝説に由来する」と図鑑に
はある。他にヌカボダテ、(タデ科）を教えて頂いた。風が冷たくなり
さすがに晩秋を思わせたが秋晴れの牛久沼周辺の一日を楽しんだ。水
面がキラキラ輝いて、最高のご馳走になった。

10月23日　コジュケイの森
　今日は高木の切り倒し、この時期木の伐採は樹木にとってよい
そうです、木を切り倒して、木によいことがあるかと言われそう
ですが、雑木林を維持するには必要なことです。大きな木がゆっ
くりと傾き地面にドダーンと倒れるときは気持ちがイイです。枝
を落とし。木の重心を考え、ワイヤーロープにて引っ張りながら
おこないますが、思った方向に倒れてくれません、危険が伴う作
業ですから十分に注意しております。午後からは、畑隊のコンニ
ュク作りと併行作業となる。みそダレにつけてコンニャクを食し
解散とした。
11月13日　ムジナの里
　かねて気になっていた入り口左側のうっそうとした竹林に手を
入れる。通路脇1ｍ余りを刈り取り、中に一本道を造る。通路脇
を刈り取っただけでも外観はスッキリと感じる。中を見ると、倒
れ掛かった竹が行く手を阻む、少しずつ切り倒し通路をつくる。
密生度が高く一日では無理であった。
　今日は雑誌BE-PALの取材があった、テーマは森作りと聞いた。
どんな記事になるか楽しみ、12月10日発売との事。
11月23日　岡見の竹林
　寿ホンダさん所有の竹林に、処理に困っている竹をいただきに
行く。ついたときにはホンダの方が切り出している、それを4ｔ
トラックに積み込む、焚き火を囲んで昼食を一緒にたべて、トラ
ック2台ぶん運んでいただく、炭小屋に戻ってきて切りそろえ、
これで26日の竹炭焼きに間に合う。　　　　　　　（記　飯田）

11月19日そばPで唐箕かけを行ったときの感想です。
参加した寺本しほりさん からのメッセージ

　先日はお世話になりました。遅くなりましたが蕎麦
プロジェクトの感想をお送りします。
　普段何げなく食べている穀物ですが、食べているそ
の姿になるまでにとてもたくさんの手がかかっている
ことを垣間みることができて感慨深かったです。とう
みにしても、石臼にしてもとても良くできている道具
であることにおどろきました。
きっと、先日人達の苦労と食べることへの執念がこれ
だけの道具を産み出したのでしょう。
食べものを大切にしたいですね。
　　　　　　　　　　　　　　（記　寺本　しほり）

10月29日　そば刈り、17人。　
　天候がいつも心配になるが幸い晴れてきた。そばは朝露でしっとり
している。隣にもたれるように傾いているので実を落とさないように
気をつけて刈る。なかなか終わらない、たてかける場所も足りなくな
って追加した。実を上にして干すのが稲とちがう、広澄君（小3）も，
おじいちゃんと一緒にじょうずに刈っていて、たのしそうでうれしい。

11月5日　実落とし　14人。
　くるりん棒はあまりにも能率が悪いので使わない。ブル－シ－トの
上でしごく。やってもやってもきりがない、お昼ころになりようやく
終わった。これから一週間ほど手分けして干す飯田さんが「え、まだ
干すの」とびっくりしていたが稲のモミと同じに天日干しするんです。
製粉屋の堤さんが「よく乾いている」といっていました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記　横山）
　



月の里山カレンダー12
  NC＝ネイチャーセンター　P ＝駐車場　PS＝パートナーシップ事業　（受）＝受託事業　中央セ＝中央学習センター　BC＝ボランティアセンター

※ 活動日、会報の編集発行は都合により変更になる場合があります。最新版はHPを参考にご覧下さい。

お知らせ

●【指定管理者制度募集の進捗状況】
　先月号でお知らせした「牛久自然観察の森」の指定管理者募
集の進捗状況をお知らせします。
指定管理者の指定の告示は12月中に行われる模様です。なお、
一ヶ月間行われました「会員向け説明会」には合計15名の皆
様の参加がありました。ご参加ありがとうございました。

■　これまでの会としての対応状況
募集開始・・・・10月20日（木）申請資料受取（坂代表）
現地説明会・・・10月21日（金）出席（坂代表）
申請書類提出・・10月26日（水）（坂代表）
応募者全員を対象にしたヒアリング
・・・・・・・・11月2日（水）出席（坂代表、斉藤理事）
うしく里山の会一般会員向け説明会　
・・・10月22日（土）～11月23日（祝）参加者合計15名

■　今後の大まかなスケジュール
平成17年牛久市議会第4回定例会：11月29日（火）　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　～12月12日（月）
指定の告示・・・・・・12月中（予定）
協定の締結・・・・・・平成18年2月（予定）
指定管理業務の開始・・平成18年4月1日

●　里山歩き
12月10日（土）牛久栄進高校開放講座「自然と環境、
自然の根っ子を楽しく探る」に参加。
8：00　森P、受付8：30、9：00～11：00
午後、ひたちの公園。
12月17日（土）下根、中根辺り。
9：00　森P、弁当、長靴。
029-873-6562、高野、 

●　雑木林応援隊のみなさんへ
11月26日より、活動開始時間を9時00分とします。
時間指定した時は指定時間とします（畑隊は別です）。
12月の予定　11日　ムジナ9時00分

●　そばプロジェクト
12月3日（土）9：30観察舎（雨天ネイチャ-センタ－）
　　　　　　　　  13：00　委員会開催

●　広報委員会からのお願い
来月号の会報記事の締め切りは、年末のため通常と異な
ります。

  会報原稿の締め切り・・12月19日（月）
ご協力をお願いいたします。
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